
う
６
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
け
て

概
観
す
る
も
の
で
、
マ
ネ
の
「
バ

ル
コ
ニ
ー
」
や
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の

「
タ
ヒ
チ
の
女
た
ち
」
な
ど
美
術

の
教
科
書
や
画
集
で
馴
染
み
の
あ

る
名
作
が
数
多
一
く
出
品
さ
れ
る
。

つ
く
り
ぱ
な

☆
創
花
・
佐
藤
悦
枝
展

３
／
８
（
金
）
〜
慨
（
木
）

が
つ
れ
り
あ
・
馬
皿

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
８
７
１
．
８
８
１
１

タ
リ
ス
ム
」
「
近
代
都
市
」
「
芸
術

と
産
錐
王
「
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」

「
セ
ザ
ン
ヌ
か
ら
ナ
ビ
派
へ
」
と
い

片山みやぴ「宴はじけて」

２
『

一
季
‐
幸
一

１
８６

１

ス
ポ
ー
ツ

二
『

⑭

、

鴬
美
術

ゴーギャン「タヒチの女たち」

月
国
・
※

☆
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
３
１
．
４
４
６
７

３
／
５
（
火
）
〜
値
（
火
）

山
崎
朔
三
展

３
／
ね
（
水
）
〜
聖
（
金
）

中
島
由
夫
展

３
／
配
（
土
）
〜
由
（
金
）

知
念
正
文
展

３
／
”
（
土
）
〜
４
／
ね
（
金
）

常
設
展

☆
片
山
み
や
び
展

３
／
ね
（
水
）
〜
相
（
月
）

神
戸
阪
急
美
術
画
廊

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
６
０
．
１
２
３
１

★
オ
ル
セ
ー
美
術
館
展

「
モ
デ
ル
ニ
テ
ー
パ
リ
・
近
代
の
誕
生
」

４
／
幅
（
土
）
〜
６
／
配
（
日
）

神
戸
市
立
博
物
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
９
１
．
０
０
３
５

｜
散
１
２
０
０
円
高
大
生
９
０
０
円

世
界
屈
指
の
質
と
量
を
誇
る
印

象
派
絵
画
で
有
名
な
オ
ル
セ
ー
美

術
館
。
絵
画
の
ほ
か
、
彫
刻
、
工

芸
、
建
築
、
デ
ザ
イ
ン
、
写
真
な

ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
よ
ぶ
近
代

美
術
の
数
々
が
、
世
界
で
初
め
て

総
合
的
に
紹
介
さ
れ
る
。

今
回
は
、
四
世
紀
後
半
の
パ
リ

を
「
モ
デ
ル
ニ
テ
（
近
代
性
）
」
を

テ
ー
マ
に
切
り
取
り
、
「
目
然
の
呼

び
声
」
「
レ
ア
リ
ス
ム
と
オ
リ
エ
ン

司
二
◎
臣
弓
邑
詞
、
量

一

〆
．
・
腿

鵬
：

★
「
歌
う
シ
ン
デ
レ
ラ
」

３
／
調
（
金
）

当
日
２
８
０
０
円
前
売
２
５
０
０
円

お
と
ぎ
話
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
、

何
か
変
な
シ
ン
デ
レ
ラ
、
ど
こ
か

お
か
し
い
長
靴
を
は
い
た
猫
…
。

不
思
議
な
こ
と
や
お
も
し
ろ
い
話

が
好
き
な
大
人
と
子
供
の
た
め
の

芝
居
を
劇
団
ふ
ぉ
る
む
が
贈
る
。

１
年
５
か
月
ぶ
り
の
本
公
演
は
、

営
利
を
目
的
と
し
な
い
ノ
ン
プ
ロ

フ
ィ
ッ
ト
演
劇
祭
イ
ン
新
神
戸
第

１
回
参
加
作
品
。
親
子
ペ
ア
券
は

３
５
０
０
円
（
前
売
の
み
）
。

■
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

“
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

別役実作「歌うシンデレラロ
戸
吋☆

小
笠
原
京
子
ピ
ア
ノ

リ
サ
イ
タ
ル

３
／
打
（
日
）
２
時
〜

神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

当
日
３
０
０
０
円
前
売
２
５
０
０
円

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
３
１
．
６
３
６
２

☆
オ
リ
ッ
ク
ス
オ
ー
プ
ン
戦

ク
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸

３
／
７
（
木
）
脂
ヤ
ク
ル
ト

３
／
９
（
土
）
脂
巨
人

３
／
ね
（
日
）
脂
ロ
ッ
テ

３
／
ね
（
火
）
妬
ダ
イ
エ
ー

３
／
ね
（
水
）
脂
横
浜

３
／
郷
（
木
）
脂
ヤ
ク
ル
ト

３
／
頭
（
火
）
婚
阪
神

☆
伊
藤
勝
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

３
／
釦
（
水
・
祝
）
４
時
〜

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
・
中
ホ
ー
ル

当
日
３
０
０
０
円

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
５
１
．
３
５
３
５

☆
オ
リ
ッ
ク
ス
公
式
戦

３
／
卯
（
土
）
脂
日
本
ハ
ム

３
／
訓
（
日
）
脂
日
本
ハ
ム

・
品
１
４
也

高
湿

畠
竃
ご
虹
・
椙
瓦
飼
唾

実
◎

Ｉ
ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ

Ｆ
詞
〃
‐
■

詞
、
ヨ
。
回
、
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8７

賢“画…
一きー弓三一’ ､ 了ヨー－－－－－

映画館・問合せ先．

★神戸朝日ホール

★三宮シネ・フェニックス１

★三宮シネ・フェニックス２

フェニックス３

☆三宮東映

★三宮東映プラザ

★阪急会館1 ．

☆阪急会館２

★三劇

★アサヒシネマ１

★アサビシネマ２

★アサヒシネマ３

★ビック映劇
★シネモザイク１

★シネモザイク２

★シネモザイク３

★シネモザイク４

★ａｂシネマ１

★ａｂシネマ２

★新劇会館

☆パルシネマしんこうえん

★福原国際寮映

★板宿東宝
☆板宿東映

★西灘劇塙

★カナー･ トホ・‐ル

★ペレーネシネマ

★西神オレンジシネマ１

★西神オレンジシネマ２

0 7 8 - 3 3 1 - 8 5 3 8
(神戸銅ｻ ｰ ｸ ﾙ協韻会）
O 7 8 - 3 9 2 - 0 2 7 0

0 7 8 - 3 9 2 - 0 2 7 1

0 7 8 - 3 9 2 - 0 2 7 5

0 7 8 - 3 9 1 - 6 7 5 7

0 7 8 - 3 9 1 - 6 7 5 8

0 7 8 - 3 2 1 - 3 3 5 1

0 7 8 - . 3 2 1 - 3 3 5 5

0 7 8 - 2 5 1 - 9 8 7 7

0 7 8 - 2 2 1 - 1 3 8 8

0 7 8 - 3 6 0 - 0 7 0 0

0 ７８－３６０－６０１０

0 7 8 - 5 7 5 - 8 8 0 8

0 7 8 - 5 7 5 - 7 8 7 9

0 7 8 . - 5 7 7 - ｓｸ R ２

0 7 8 - . 7 3 2 - 0 4 7 2

0 7 8 - 8 7 1 - 2 8 9 0

O 7 8 - 9 6 7 - 5 1 0 1

0 7 8 . . 9 9 1 . . 8 4 3 9

９１０１１１２１３１４１５１６１７ｆ８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１４/ １２３４５６７８
土日月火水木金土日月火祝木金土日月火水木金土日月火水木金土日月

市民映画劇場３月例会ノーバデイーズ･プール( 3 / 2 2 . 2 3）
' Ｗブベ イブトイ，
ウルトラﾏ ﾝ ゼｱ ｽ 逃れI ウルトラマンウルトラマンカンパニー
岸和田少年愚連隊ぺ ｲ ,
ドラゴンポール～最強への道ご近j 淵，語

ニクソンＩジュマンジ

セブンブロークンアロー

ストーリー

カットスロート・アイランド〈次回
ドラえもん｡のび大と銅超特急ドラミ＆ドうえもんズー ﾛポｯ ﾄ 学校七不恩溌！？
デッドヒート

トウルーナイト

パリのランデブー

暗殺者暗殺者

セブン

トイ・スト･ ･ リー（日本語吹曹制

パフ

花嫁のパパ２

アメリカン・プレジデントブロークン・アロー

ドラえもん．のび太と銀河超特急ドラミ＆ドラえもんズーロポット学校七不思議１７

ブロークン・アローアメリカン・プレジデント

デンジヤラス・マインド~ 卒業の畦で

’ベイブトイ・ストーリーー＜ﾚ ｲ ﾄ 2 1 : 1 5 , , > ｽ ﾛ ｰ ；
S h a I l w e ダンス７コピーキャット

クリムゾン・タイド
マディソン郡の橋パッドボーイズ

サイボーグコップ３
り・マシーーンデスペラート プﾚｲブﾊｰﾄ／大陸英遣伝成蝿画/秘密指令

昌邑総いの亭圭
俳句h , て狸の恋 恋人たちの食卓瞳と彼女の第２章
日本侠客伝･ 花と篇
まむしの兄弟・懲役；･ 三目
男はつらいよ‘寅次郎紅の花/ 他1 本

新・仁義なき蔵い
日本侠龍伝
ひとり鎖/ 他1 本

ターミ熟一ター２レッド・ブロンクス

男はっらいJ ミノ趣本

ドﾗえもん｡のび太と霊河超特急ドラミ＆ドラえもんズーロポット学投七不思請７
ドラゴンポール~最強への道ご近所物語＜ﾚｲﾄ 1 9 : C O ､ ' > S h a l l w eダンス？
ウルトラマンゼアス匙れリウルトラマンウルトラマンカンパニ宮

ドﾗゴﾝボー ﾙｰ最強への道ご近所鞠語＜ﾚｲﾄ17:30~>ダｲﾊｰド３(P‘a/z9l秘の恋(3/9ﾄク

マ三Ｋ

《次回予定》カジノ

謬りの篭亡者
S C O R E
ﾃﾛﾘｽﾄゲーﾑ２

パワトマン･ フォ･ ･ レバー

成人映画

ドラえもん．のび大と銀河超特急ドラミ＆ドラえもんズ畠'ロボット学技七不急識･7くﾚ ｲ ﾄ 1 7 F 3 0 ~ > S h a l l w eダンス？ (ﾊﾙ）
ドラえもん。のび太と銀河超特急ドラミ＆ドラえもんズーロボット学校七不思議！？

ドラゴンポール~ 最強への道ご近所物語

ﾛ 〃
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畠蕊

１
８８

１

§
鍵

､剛鳥蕊寿。一
九
九
五
年
ア
メ
リ
カ
映
両
二
時
間
五
十
九
分
。
マ
ー
テ
ィ
ン
・

ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
の
野
心
大
作
。
こ
の
監
督
は
「
ミ
ー
ン
・
ス
ト
リ

ー
ト
」
「
タ
ク
シ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
」
「
グ
ッ
ド
・
フ
エ
ロ
ー
ズ
」

と
い
つ
も
ア
メ
リ
カ
の
黒
い
影
を
追
う
シ
ャ
ー
プ
な
演
出
の
監
督

で
、
「
レ
イ
ジ
ン
グ
・
ブ
ル
」
（
八
○
）
の
と
き
こ
の
映
画
の
主
役
の

ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
ニ
ー
ロ
と
来
日
し
た
が
私
は
こ
の
映
画
で
何
キ

ロ
か
の
体
重
を
増
や
し
た
と
い
う
デ
・
ニ
ー
ロ
と
食
卓
を
と
も
に

し
た
の
で
と
な
り
の
テ
ー
ブ
ル
の
ス
コ
セ
ッ
シ
（
ず
い
ぶ
ん
小
柄

で
し
た
）
と
は
あ
ま
り
話
し
合
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
ス
コ
セ
ッ
シ
の

こ
れ
は
大
作
で
あ
る
。
ス
コ
セ
ッ
シ
は
黒
沢
監
督
の
「
夢
」
で
ゴ
ッ

ホ
を
演
じ
て
い
た
が
見
る
か
ら
に
や
さ
し
そ
う
な
人
だ
っ
た
。
そ

の
彼
の
今
度
は
三
時
間
に
近
い
「
カ
ジ
ノ
」
。
三
時
間
で
は
へ
こ
た

れ
る
か
と
思
い
き
や
オ
ド
ロ
キ
モ
モ
ノ
キ
の
感
じ
で
見
と
れ
き
っ

国

蕊蕊

零灘蕊

ノ
四コ

力
映
画
の
黒
ダ
イ
ヤ
の

胸
を
刺
す
映
画

ノ ア
メ
リ

香
り
が

「
カ
ジ

シャロン・ストーンは本作品でゴールデングローブ賞
主演女優賞を受賞

た
。
「
カ
ジ
ノ
」
は
ご
存
知
、
ぱ
く
ち
場
。
ル
ー
レ
ッ
ト
と
ト
ラ
ン

プ
と
で
人
間
の
欲
を
つ
り
あ
げ
る
。
こ
の
「
カ
ジ
ノ
」
は
そ
の
ア

メ
リ
カ
の
本
場
の
ネ
バ
ダ
の
大
ぱ
く
ち
場
。
「
愚
か
な
る
幸
室
の
ス
ト

ロ
ハ
イ
ム
監
督
描
く
モ
ン
テ
・
カ
ル
ロ
の
大
ば
く
ち
場
も
驚
い
た

が
こ
れ
は
一
九
九
五
年
い
ま
現
実
の
カ
ジ
ノ
風
景
。
こ
の
ネ
バ
ダ

の
カ
ジ
ノ
は
一
九
○
五
年
、
思
え
ば
古
く
明
治
四
○
年
ご
ろ
に
砂

漠
の
ど
真
ん
中
に
こ
の
カ
ジ
ノ
を
計
画
し
た
。
ス
ロ
ッ
ト
・
マ
シ
ー

ン
も
い
っ
ぱ
い
な
ら
ぶ
。
去
年
だ
っ
た
か
、
ハ
ワ
イ
の
郵
便
局
員
が

ス
ロ
ッ
ト
・
マ
シ
ー
ン
で
ス
リ
ー
・
セ
ブ
ン
を
出
し
て
一
○
億
円
か

ら
の
金
を
と
っ
た
と
い
う
。
デ
ィ
ラ
ー
と
い
う
ト
ラ
ン
プ
の
札
く

ば
り
、
あ
る
い
は
ル
ー
レ
ッ
ト
の
サ
ー
ク
ル
を
廻
転
さ
せ
て
の
サ

イ
コ
ロ
こ
ろ
ぱ
し
、
す
べ
て
何
万
円
、
何
千
万
円
、
大
ぱ
く
ち
で

こ
の
ば
く
ち
場
も
四
方
八
方
い
か
さ
ま
客
に
目
を
ひ
か
ら
し
て
し

ら
べ
て
い
る
。
見
つ
け
る
と
そ
の
い
か
さ
ま
師
の
両
手
の
指
を
叩

き
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
。
と
に
か
く
ホ
ー
ル
は
札
と
金
の
渦
と
い
う

感
じ
。ギ

ャ
ン
グ
あ
が
り
の
デ
・
ニ
ー
ロ
が
女
デ
ィ
ラ
ー
の
シ
ャ
ロ
ン
・

ス
ト
ー
ン
に
の
ぼ
せ
あ
が
り
そ
の
結
婚
申
し
込
み
に
何
百
個
と
い

う
黄
金
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
指
輪
、
エ
メ
ラ
ル

ド
の
ブ
ロ
ー
チ
。
手
さ
げ
ト
ラ
ン
ク
い
っ
ぱ
い
の
こ
の
黄
金
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
シ
ャ
ロ
ン
・
ス
ト
ー
ン
は
ニ
ヤ
リ
笑
っ
て
結
婚
Ｏ
Ｋ
。

と
こ
ろ
が
こ
の
女
、
以
前
か
ら
ヒ
モ
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ウ
ッ
ド
が

こ
び
り
つ
い
て
い
て
と
き
に
密
会
。
そ
の
か
く
れ
ヒ
モ
を
注
意
し

た
ジ
ョ
ー
・
ペ
ッ
シ
を
シ
ャ
ロ
ン
・
ス
ト
ー
ン
は
手
れ
ん
手
く
だ
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鍵！

で
誘
い
こ
み
自
分
の
ベ
ッ
ド
相
手
に
ひ
き
こ
ん
で
し
ま
う
。

こ
の
映
画
、
こ
の
シ
ャ
ロ
ン
・
ス
ト
ー
ン
が
す
ご
い
。
男
が
い

な
い
と
生
き
て
い
ら
れ
な
い
。
男
が
い
て
も
他
の
男
と
の
火
遊
び

が
や
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
女
に
扮
し
た
シ
ャ
ロ
ン
・
ス
ト
ー
ン
、

そ
の
衣
裳
、
そ
の
し
ぐ
さ
、
見
る
か
ら
に
商
売
女
あ
が
り
。
そ
し

て
衣
裳
が
い
い
。
華
や
か
な
ド
レ
ス
じ
ゃ
な
い
。
も
う
男
相
手
に

遊
び
疲
れ
た
夜
の
女
の
そ
れ
も
上
等
ク
ラ
ス
の
女
の
そ
の
ド
レ
ス

の
く
ず
れ
着
が
す
ば
ら
し
い
。

映
画
は
こ
の
カ
ジ
ノ
の
裏
側
と
い
う
か
売
り
あ
げ
の
経
理
場
と

い
う
の
か
、
よ
う
す
る
に
ば
く
ち
の
掛
け
金
の
運
び
、
『
は
こ
び
』

と
は
金
庫
に
お
さ
め
る
そ
の
流
れ
へ
ゆ
く
金
貨
札
束
の
山
の
そ
の

す
ご
さ
。
も
う
こ
こ
で
は
「
金
」
が
す
べ
て
。
そ
れ
で
デ
・
ニ
ー

ロ
を
裏
切
っ
た
男
、
こ
れ
が
見
つ
か
っ
て
叩
い
て
叩
い
て
殴
っ
て

殴
っ
て
、
ガ
ン
を
い
っ
さ
い
使
わ
な
い
で
叩
き
殺
す
。
し
か
し
ま

だ
全
身
が
血
だ
ら
け
の
そ
の
ま
だ
か
す
か
に
生
き
て
い
る
男
を
そ

の
ま
ま
砂
漠
の
砂
の
穴
に
ほ
り
込
ん
で
、
つ
ま
り
、
生
き
埋
め
に愛と裏切りに彩られた壮大なドラマが展開していく

が
か
れ
た
演
技
を
見
せ
て
い
る
が
今
度
の
ギ
ャ
ン
グ
あ
が
り
の

デ
・
ニ
ー
ロ
の
友
人
が
き
わ
だ
っ
て
巧
い
。
彼
は
「
ホ
ー
ム
・
ア

ロ
ー
ン
」
で
は
お
か
し
な
二
人
の
ギ
ャ
ン
グ
の
ひ
と
り
に
扮
し
て

い
た
と
い
う
演
技
の
幅
も
ひ
ろ
い
。
要
す
る
に
ス
コ
セ
ッ
シ
（
四

十
七
才
）
と
い
う
イ
タ
リ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
の
ア
メ
リ
カ
の
影
を

常
に
見
つ
め
た
そ
の
目
の
す
る
ど
さ
が
今
回
の
「
カ
ジ
ノ
」
で
は

本
舞
台
の
派
手
さ
で
演
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ス
コ
セ
ッ
シ
の
野

心
が
見
事
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
映
画
最
高
の
も
う
け
役
は
シ
ャ
ロ
ン
・
ス
ト
ー
ン
。

女
の
ず
る
さ
と
こ
わ
さ
が
見
と
れ
る
ば
か
り
の
す
ぐ
れ
た
演
技
で

演
じ
ら
れ
、
最
後
は
ク
ス
リ
漬
け
の
ど
ろ
ん
こ
の
あ
え
ぎ
、
そ
れ

を
お
ぎ
な
う
酒
の
中
毒
。
む
か
し
な
ら
か
か
る
役
が
ら
を
毒
婦
と

呼
ん
だ
が
今
日
現
在
こ
れ
を
ど
う
申
し
て
い
い
か
、
『
悪
の
花
』

と
で
も
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
ニ

ー
ロ
の
扮
す
る
サ
ム
・
ロ
ス
ス
テ
ィ
ー
ン
こ
の
男
を
カ
ジ
ノ
の
エ

ー
ス
と
一
言
で
呼
ぶ
カ
ジ
ノ
の
生
き
神
。
実
際
に
い
た
男
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。
と
に
か
く
、
映
画
は
ア
メ
リ
カ
の
こ
の
今
も
生
き

て
呼
吸
を
し
て
い
る
悪
の
花
園
カ
ジ
ノ
を
こ
の
よ
う
に
裏
の
裏
か

ら
見
せ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
ま
た
映
画
の
面
白
さ
。
い
ま
ア
メ
リ

カ
の
ア
メ
リ
カ
ら
し
い
監
督
（
映
画
作
家
）
が
少
な
い
。
ス
コ
セ

ッ
シ
は
本
物
の
ア
メ
リ
カ
を
描
く
貴
重
な
監
督
だ
。

羽
し
て
し
ま
う
。
キ
ャ
メ
ラ

一
・
一
は
「
Ｊ
・
Ｆ
．
Ｋ
」
の
ロ
バ

毒
－
卜
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
。

毒
シ
ャ
ロ
ン
・
ス
ト
ー
ン

霜
の
ヒ
モ
の
ジ
エ
ー
ム
ズ
．

８齢
ウ
ッ
ズ
は
「
ス
ペ
シ
ャ
リ

エ
ス
ト
」
。
デ
・
ニ
ー
ロ
の

邸
桐
嘩
惇
で
の
ち
に
シ
ャ
ロ
ン
・

シッ
ス
ト
ー
ン
に
誘
い
落
と
さ

セね
れ
る
ジ
ョ
ー
・
ペ
ッ
シ
。

露
彼
は
「
Ｊ
・
Ｆ
。
Ｋ
」

排
「
パ
ブ
リ
ヅ
ク
・
ア
イ
」

ヲ
ロ
ン
ク
ス
物
壷
と
み

１
８９

１

篭鶴

驚議
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☆
中
国
・
雲
南
省
地
震
被
災
地
に

民
族
人
形
展
示
会
で
応
援

気品漂う民族人形

☆
神
戸
に
緑
を
！
と
「
ひ
ょ
う
ご

グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

「
日
本
中
の
人
が
阪
神
間
に
緑

と
花
を
贈
ろ
う
」
と
、
建
築
家
の

安
藤
忠
雄
さ
ん
た
ち
が
「
ひ
ょ
う

ご
グ
リ
ー
ン
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

運
動
を
始
め
た
。
一
口
一
万
円
で
、

二
十
五
万
本
の
木
を
二
○
○
○
年

ま
で
に
被
災
地
に
植
え
よ
う
と
い

う
計
画
。
既
に
三
菱
信
託
か
ら
一

○
○
○
万
円
を
始
め
、
多
く
の
企

業
や
県
、
市
、
町
か
ら
協
力
の
申

し
出
が
あ
る
と
い
う
。

二
月
に
北
野
異
人
館
街
に
コ
ブ

シ
が
植
え
ら
れ
た
が
、
復
興
住
宅

の
ほ
か
、
公
園
、
広
場
、
街
路
、

堤
防
な
ど
に
植
樹
し
、
シ
ン
ボ
ル

の
並
木
や
森
を
作
っ
て
い
く
。

苗
木
の
希
望
」
者
は
、
兵
庫
県
民
会

館
内
「
ひ
ょ
う
ご
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
（
０
７
８
．
３
２
１
．

２
１
３
１
）
へ
。

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

安藤忠雄氏

期
間
平
成
８
年
３
月
９
日
（
土
）

か
ら
３
月
過
日
（
金
）
ま
で
午
前
ｎ

時
〜
午
後
４
時

＊
た
だ
し
初
日
は
午
坐
睦
１
時
か
ら
、

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

会
場
フ
ォ
ー
ッ
ー
フ
ォ
ー
，
ラ
マ

ー
ジ
ュ
（
西
宮
市
菊
谷
町
４
‐
鯉
）

問
い
合
わ
せ

人
形
工
房
ア
ィ
ト
ワ

電
話
０
７
５
．
８
８
１
．
５
５
２
１

中
国
、
雲
南
省
で
発
生
し
た
地

震
災
害
に
何
か
手
伝
え
る
こ
と
は

な
い
か
と
、
フ
ォ
ー
ッ
ー
フ
ォ
ー

ラ
マ
ー
ジ
ュ
が
展
示
会
を
企
画
。

収
益
金
を
お
見
舞
に
贈
る
と
い
う

主
旨
で
、
京
都
在
住
の
創
作
人
形

作
家
、
森
小
夜
子
の
人
形
展
を
開

催
す
る
。
人
形
を
創
り
続
け
て
加

年
近
く
に
な
る
森
さ
ん
は
、
ｎ
年

程
前
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
興
味
を
も

っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
現
地

少
数
民
族
に
注
目
。
彼
ら
を
テ
ー

マ
と
し
た
創
作
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
今
同
こ
れ
ら
の
人
形
を
通
じ

て
、
被
災
地
の
人
々
の
役
に
た
て

れ
ば
と
、
展
示
会
実
現
の
運
び
に
。

親
か
ら
子
へ
と
受
け
継
が
れ
る
と

い
う
民
族
衣
装
を
身
に
つ
け
た
す

ば
ら
し
い
作
品
の
数
々
が
展
示
さ

れ
る
。

１
９０

１

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

私
の
出
会
っ
た
宝
子
た
ち
（
謎
）

☆
ジ
ャ
ル
カ
ッ
プ
・
レ
コ
パ
・
フ

ァ
イ
ナ
ル
が
神
戸
ユ
ニ
バ
に
戻
っ

て
き
た

南
ア
メ
リ
カ
サ
ッ
カ
ー
連
盟
主
催

の
公
式
試
合
、
ご
跨
閉
○
隆
宅
妬

冒
Ｃ
Ｏ
屡
国
ｚ
ど
」
が
発
祥
の
地
、

神
戸
に
帰
っ
て
き
た
。
本
大
会
は

釣
年
「
リ
ベ
ル
タ
ド
ー
レ
杯
」
と

「
南
米
ス
ー
パ
ー
カ
ッ
プ
杯
」
の
優

勝
チ
ー
ム
が
南
米
年
間
最
優
秀
チ

ー
ム
を
決
定
す
る
「
レ
コ
パ
」
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
と
こ
ろ
が

フ
ァ
ン
の
過
剰
な
ま
で
の
応
援
に
、

第
２
回
は
中
立
国
の
米
国
・
フ
ロ

リ
ダ
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
．
第
３
回
目
か
ら
は
Ｒ
本
航
空

株
式
会
社
が
特
別
協
賛
を
決
定
。

開
催
国
を
日
本
に
稚
し
、
ご
缶
尉

○
国
ご
と
し
て
神
戸
総
合
運
動
公

園
ユ
ニ
パ
ー
記
念
競
技
場
で
蛇
年

４
月
四
日
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た

が
、
昨
年
は
阪
神
大
震
災
の
影
饗

で
や
む
な
く
東
京
に
会
場
を
移
し

て
行
わ
れ
た
。
今
年
は
妬
リ
ベ
ル

タ
ド
ー
レ
ス
カ
ッ
プ
で
優
勝
し
た
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
グ
レ
ミ
オ
と
妬
年
南

米
ス
ー
パ
ー
カ
ッ
プ
で
優
勝
し
た

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
イ
ン
デ
ペ
ン
デ

ィ
エ
ン
テ
で
今
年
の
決
勝
戦
が
開

ｌ
Ｋ
ち
ゃ
ん
、
早
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ｌ

Ｋ
ち
ゃ
ん
は
、
二
十
三
才
。
二
年
位
前

ま
で
は
、
気
の
む
い
た
時
ひ
よ
こ
っ
と

園
に
顔
を
見
せ
て
い
た
。
い
つ
も
同
じ

場
所
で
し
ば
ら
く
じ
っ
と
立
っ
て
い
て
、

上
ぐ
つ
に
替
え
る
と
、
一
気
に
夕
－
つ

と
走
っ
て
き
て
、
巡
絡
ノ
ー
ト
を
出
す

と
、
ま
た
、
そ
こ
で
じ
っ
と
立
ち
止
ま

る
．
彼
の
行
動
は
、
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ

て
い
て
、
そ
れ
が
邪
脆
さ
れ
る
と
、
パ

ニ
ッ
ク
を
お
こ
す
。
い
つ
も
は
黙
っ
て

い
る
の
に
、
じ
だ
ん
だ
を
踏
ん
で
大
き

な
声
で
「
マ
ン
こ
と
言
う
。
私
に
は

「
マ
ン
ヱ
と
聞
こ
え
た
が
、
彼
は
「
マ

ご
と
助
け
を
求
め
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
自
閉
的
傾
向
の
強
い
Ｋ
ち
ゃ

ん
は
、
一
度
行
動
が
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ

る
と
、
そ
れ
を
変
え
る
こ
と
は
、
む
ず

か
し
い
。
二
年
前
か
ら
、
昼
と
夜
が
反

対
の
生
活
が
続
い
て
い
る
。
夜
、
そ
っ

と
覗
く
と
、
ひ
と
り
で
何
か
を
思
い
出

し
な
が
ら
ケ
ラ
ケ
ラ
笑
っ
た
り
、
冷
蔵

庫
の
中
か
ら
好
き
な
物
を
出
し
て
食
べ

た
り
、
自
由
気
ま
ま
に
し
て
い
る
と
か
。

誰
に
も
邪
魔
さ
れ
ず
に
自
分
の
世
界
に

浸
れ
る
か
ら
、
き
っ
と
昼
の
生
活
に
戻

り
た
く
な
い
の
で
し
ょ
う
。
気
持
ち
は

わ
か
る
け
ど
Ｋ
ち
ゃ
ん
。
仲
間
の
み
ん

な
が
待
っ
て
る
か
ら
、
早
く
園
に
、
元

気
な
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
卸
神
戸
古
回
央
区
橘
通
四
丁
目
二
’
一
一

菊
水
模
型
ビ
ル
３
階
（
湊
川
神
社
西
）

通
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
６
０
．
１
２
５
７
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本
で
最
大
規
模
の
か
ら
く
り
時
計

が
取
り
付
け
ら
れ
る
。

全
面
再
開
後
の
店
舗
而
械
は
本

館
、
新
館
合
わ
せ
て
岡
万
一
千
平

方
メ
ー
ト
ル
で
、
震
災
前
・
の
八

五
％
に
な
る
。
新
店
舗
は
、
団
塊

の
世
代
を
中
心
に
し
た
新
時
代
の

百
貨
店
を
目
指
す
と
い
う
。

２ 催
さ
れ
る
。
サ
ッ
カ
ー
の
本
場
、

南
米
チ
ー
ム
が
ど
ん
な
技
を
披
露

し
て
く
れ
る
か
大
い
に
楽
し
み
だ
。

ま
た
、
兵
庫
県
の
子
ど
も
た
ち
千

人
を
無
料
招
待
し
、
春
頃
に
は
両

チ
ー
ム
の
選
手
、
コ
ー
チ
陣
が

「
自
分
た
ち
の
い
い
技
を
見
せ
て
あ

げ
る
こ
と
が
一
番
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

と
直
接
、
子
ど
も
た
ち
に
サ
ッ
カ

ー
教
室
を
開
い
て
く
れ
る
こ
と
に

も
な
っ
て
い
る
。

開
催
日
時
妬
年
４
月
７
日
（
日
）

過
時
キ
ッ
ク
オ
フ

会
場
神
戸
市
総
合
運
動
公
園
ユ

ニ
バ
ー
記
念
競
技
場

主
管
（
財
）
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
、

兵
庫
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

入
場
料
鵠
席
￥
６
０
０
０
Ｓ

席
￥
４
０
０
０
一
般
席
大
人

￥
２
０
０
０
高
校
￥
１
０
０
０

小
・
中
￥
５
０
０
（
い
ず
れ
も
前
売

り
料
金
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売
所
凪
西
日
本
み

ど
り
の
窓
、
、
園
印
、
チ
ケ
ッ
ト
ピ

ア
、
チ
ケ
ッ
ト
セ
ゾ
ン
他

問
い
合
わ
せ
先
凄
想
。
□
竜
卵
蛎

務
局
０
７
８
．
２
７
１
．
８
９

４
０

神戸にサッカーブーム来るか

☆
そ
ご
う
神
戸
店
、
５
月
に
新
オ

ー
プ
ンそ

ご
う
神
戸
店
が
、
当
初
計
画

よ
り
三
カ
月
早
く
五
月
上
旬
に
本

館
建
物
の
修
復
が
完
成
全
面
的
に

営
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。新

し
い
本
館
は
、
三
ノ
宮
駅
か

ら
の
横
断
陸
橋
の
突
き
当
た
り
の

二
階
部
分
に
約
五
○
○
平
方
メ
ー

ト
ル
の
公
開
空
間
を
設
け
た
設
計

で
、
樹
木
や
花
壇
、
ベ
ン
チ
を
お

い
た
ゆ
と
り
の
広
場
に
な
る
。
広

場
に
面
し
た
本
館
の
壁
に
は
、
日

☆
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
に
こ
だ
わ
っ
た

畑
儀
文
さ
ん
の
演
奏
会

第
鯉
同
プ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
音
楽

部
門
を
受
賞
し
た
声
楽
家
・
テ
ノ

ー
ル
の
畑
儀
文
さ
ん
の
シ
ュ
ー
ベ

ル
ト
歌
曲
全
曲
演
奏
会
が
２
月
皿

日
、
大
阪
倶
楽
部
で
行
わ
れ
た
。

３
年
前
か
ら
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
６

０
０
曲
す
べ
て
を
演
奏
し
よ
う
と

年
４
Ｍ
の
ペ
ー
ス
で
演
奏
会
を
開

い
て
い
る
。
今
回
の
ゲ
ス
ト
は
ソ

プ
ラ
ノ
の
白
川
深
雪
さ
ん
、
ピ
ア

ノ
は
岡
原
慎
也
さ
ん
。
業
敵
な
歌

声
が
会
場
を
つ
つ
ん
だ
。
次
回
の

減
奏
会
は
５
月
娼
日
。
シ
ュ
ー
ベ

ル
ト
に
は
ま
る
の
も
悪
く
な
い
。

そごう神戸店完成予想図

霧３

題字は寺川敏雄神戸市医師
会、務局長

鍵
畑催文さん

国
神
戸
の
本
棚

☆
写
真
集
「
阪
神
大
震
災
」

長
島
義
明

☆
「
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
に
は
上
の
ス
ー
パ

ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

Ｕ
Ｃ
Ｃ
が
ビ
ッ
グ
な
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
実
施
す
る
。
Ｕ
Ｃ
Ｃ
の
「
ス

ー
パ
ー
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
「
ブ
ラ
ッ

ク
無
糖
」
「
缶
コ
ー
ヒ
ー
オ
リ
ジ

ナ
ル
」
に
つ
い
て
い
る
応
募
シ
ー

ル
で
ホ
ー
キ
ン
ス
の
ブ
ル
ゾ
ン
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ツ
が
当
た
る
！

缶
コ
ー
ヒ
ー
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー

の
あ
な
た
は
、
ぜ
ひ
と
も
集
め
て
応

募
し
て
欲
し
い
。

（
応
募
方
法
）
右
の
商
品
に
つ
い
て

い
る
応
募
シ
ー
ル
５
枚
を
１
回
と

し
、
応
募
ハ
ガ
キ
ま
た
は
官
製
ハ

ガ
キ
に
貼
っ
て
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番

号
、
ご
希
望
の
商
品
を
明
記
の
上
、

左
記
の
宛
先
に
お
送
り
下
さ
い
。

（
宛
先
）
〒
収
皿
東
京
中
央
郵
便
局

私
普
箱
証
号
「
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
に
は
上
の

ス
ー
パ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
‐
｜
係

１
９１

１

大
地
震
発
生
と
同
時
に
救
助
活
動
を

始
め
た
職
業
人
は
、
消
防
士
、
警
察
官

と
共
に
、
医
師
、
滑
弧
師
た
ち
で
あ
っ

た
。
外
科
、
内
科
、
麻
酔
科
、
小
児
科
、

産
婦
人
科
、
梢
神
科
．
．
．
さ
ま
ざ
ま
な
持

ち
場
の
医
師
た
ち
が
奔
走
し
た
。
一
三

○
人
の
医
療
関
係
者
の
記
録
は
、
災
害

に
ど
の
よ
う
に
備
え
れ
ば
い
い
の
か
、

改
め
て
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
。

（
神
戸
市
医
師
会
発
行
／
非
泥
品
）

あ
の
一
月
十
七
冊
、
大
阪
・
門
真
に

住
む
写
真
家
艮
島
錠
明
さ
ん
は
、
阪
神

高
速
道
路
祉
戸
線
上
佐
堀
出
口
か
ら
歩

い
て
神
戸
に
向
か
っ
た
。
車
は
一
台
も

走
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
か
ら
十
日
間
、

写
し
続
け
た
写
真
を
、
大
阪
・
吹
田
市

の
タ
ウ
ン
紙
『
バ
ー
ズ
ア
イ
」
が
、
被

災
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
六
十
三
人
の
手

記
を
加
え
て
編
集
し
た
。

写
真
に
写
さ
れ
て
い
る
私
た
ち
の
表

情
は
、
肉
親
や
家
を
失
っ
た
深
い
悲
し

み
に
包
ま
れ
な
が
ら
も
、
共
に
生
萱
抜

こ
う
と
し
て
い
る
櫛
か
な
党
悟
が
読
み

取
れ
る
。

（
バ
ー
ズ
ア
イ
編
災
室
／
２
０
０
０
円
）

Ｌ
Ⅱ
一
勾

議
覇
鈍
・

一
部
鶴
蕊
瀞
》
＃

☆
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
録
集

『
一
崖
神
戸
市
医
師
会
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東
京
都
港
区
浜
松
町
１
‐
帽
，
垢
住
友
浜

松
町
ビ
ル
３
階
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
コ
ー
ヒ
ー

株
式
会
社
広
報
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
．
５
４
０
０
’
５
５
４
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
．
５
４
０
０
．
５
５
３
３

☆
『
若
い
も
ん
に
は
わ
か
ん
ね

え
だ
ろ
な
」

人
生
折
り
返
し
か
ら
の
暮
ら

し
の
知
恵
を
、
巧
周
年
を
迎
え

た
「
老
人
問
題
実
践
家
研
究
会
」

が
、
毎
日
新
聞
に
連
戦
し
た
、
高

齢
者
問
題
の
コ
ラ
ム
を
上
辞
。

（
第
三
普
館
）
会
員
は
、
稲
垣
裕
子
、

大
地
洋
志
、
奥
村
健
二
、
小
倉
一
、

鎌
田
哲
夫
、
高
村
澄
子
、
，
中
田
篤

彦
、
永
野
良
子
、
英
房
英
桟
、

早
川
ち
ず
る
さ
ん
ら
、
医
師
、
弁

護
士
、
建
築
家
な
ど
の
専
門
家
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
問
題
に
も

果
敢
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
信
用

で
き
る
チ
ー
ム
。

（
１
，
５
０
０
円
）

』
こ
に
神
戸
が
あ
る
」

憶

１
９２

１

一
日
０
１
０
．
１

（
景
品
）
Ａ
賞
Ｇ
Ｔ
ホ
ー
キ
ン
ス

ソ
フ
ト
ブ
ル
ゾ
ン
（
５
０
０
０
各
様
）

イ
ニ
シ
ャ
ル
入
り

Ｂ
賞
Ｇ
Ｔ
ホ
ー
キ
ン
ス
ァ
ウ
ト

ド
ア
ブ
ー
ッ
（
５
０
０
０
窮
母
様
）

（
締
切
日
抽
選
）
第
１
回
締
切
妬

年
４
月
過
日
（
月
）
当
日
消
印
有

効
（
２
５
０
０
名
）

第
２
回
締
切
師
年
５
月
焔
日
（
水
）

当
日
消
印
有
効
（
２
５
０
０
名
）

さ
ら
に
当
選
さ
れ
な
か
っ
た
方
の

中
か
ら
再
度
抽
選
に
よ
り
、
１
０

０
０
０
名
様
に
Ｕ
Ｃ
Ｃ
オ
リ
ジ
ナ

ル
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
坐
雲
ノ
レ
ゼ
ン
ト
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

「
月
刊
神
戸
っ
子
」
に
と
っ
て

育
て
の
親
の
お
ひ
と
り
で
あ
る
、
司

馬
遼
太
郎
先
生
が
逝
去
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
六
年
春
に
「
月
刊
神

戸
っ
子
」
が
創
刊
さ
れ
た
頃
、
当

i 畠冒花時計

溌霞
キャンペーン対擬商品

★
「
う
ま
い
ぞ
ベ
ト
ナ
ム
」

初
の
ベ
ト
ナ
ム
料
理
読
本

旅
行
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
大
野

尚
子
さ
ん
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
三
浦
行
義
さ
ん
夫
妻
が
「
食
の

原
点
」
を
追
い
求
め
て
世
界
各
地

を
歩
き
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
の
虜
に

な
っ
た
。

日
本
で
初
め
て
の
ベ
ト
ナ
ム
料

理
の
現
地
取
材
（
約
一
ヶ
月
）
の

末
『
う
ま
い
ぞ
！
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
」

を
出
版
。

中
国
と
フ
ラ
ン
ス
、
両
国
の
統

治
下
に
あ
っ
た
歴
史
が
ベ
ト
ナ
ム

料
理
の
粋
。
一
月
二
九
日
に
大
阪

で
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か

れ
た
。

⑬
六
○
ｍ
ｍ
で
○
の
『

★
須
磨
寺
笹
長
、
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
友

の
会
会
長
の
小
池
義
人
様
が
、
二
月
十
二
日

（
月
）
渡
航
中
の
イ
ン
ド
、
ボ
ン
ベ
イ
市
で

急
性
心
不
全
の
た
め
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
ご

家
族
は
二
月
十
六
日
、
現
地
の
日
本
山
妙
法

寺
で
茶
昆
に
ふ
さ
れ
、
国
内
で
は
副
住
職
の

小
池
弘
三
氏
を
喪
主
と
し
て
、
三
月
十
三
日

（
水
）
午
後
二
時
よ
り
本
葬
が
須
磨
寺
で
と

り
行
わ
れ
る
。
合
掌
。

☆
三
月
十
八
日
（
月
）
午
前
十
時
三
○
分
〜

十
一
時
三
○
分
に
、
小
原
流
盛
花
記
念
セ
ン

タ
ー
（
家
元
会
館
）
東
灘
区
住
吉
山
手
四
－

十
二
１
七
十
で
、
三
世
家
元
故
小
原
豊
雲
氏

の
一
周
忌
献
花
式
が
と
り
行
わ
れ
ま
す
。

★
（
財
）
兵
庫
県
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
協
会

理
事
長
池
野
清
和
氏
よ
り
、
三
月
十
六
日
午

前
十
一
時
か
ら
、
開
園
二
十
周
年
を
迎
え

「
妬
ひ
ょ
う
ご
花
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」
五
月
六

日
迄
開
催
。
（
兵
庫
県
加
西
市
豊
倉
飯
森
）

★
（
株
）
大
広
神
戸
営
業
局
（
宮
崎
芳
治
局

長
）
が
、
二
月
十
三
日
（
火
）
よ
り
旧
居
留

地
の
Ｋ
Ｄ
Ｄ
神
戸
ピ
ル
９
Ｆ
に
移
転
動

〒
函
中
央
区
京
町
踊
番
地

電
話
０
７
８
（
３
９
３
）
３
５
３
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
３
９
３
）
３
５
３
７

☆
日
商
岩
井
Ｋ
Ｋ
神
戸
支
店
の
森
弘
成
支
店

長
が
一
月
よ
り
Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
マ
ヅ
チ
に
出

向
。
後
任
に
磯
好
忠
支
店
長
が
就
任
さ
れ
た

★
三
月
九
日
（
土
）
午
前
九
時
出
発
・
日
帰

り
で
「
小
鼓
会
」
は
丹
波
の
（
株
）
西
山
酒
造

場
へ
バ
ス
旅
行
。
ボ
タ
ン
鍋
と
し
ぼ
り
た
て

を
料
理
旅
館
「
大
和
」
で
。

会
費
一
万
三
千
円

申
込
先
０
７
９
５
（
８
６
）
０
３
３
１

☆
創
柁
人
・
佐
藤
悦
枝
さ
ん
が
目
胃
国
。
弓
輿

個
展
を
三
月
八
日
（
金
）
〜
十
四
日
（
木
）

午
前
ト
ー
時
〜
午
後
六
時
／
が
つ
れ
り
あ
馬

皿
で
開
催
猛
陛
善
巷
四
・
八
・
三
一

電
話
（
８
７
１
）
８
８
１
１

☆
健
康
グ
ル
ー
プ
芦
山
（
吉
田
紀
久
子
社
長
）

が
、
発
会
と
健
康
食
品
・
健
康
製
品
の
説
明

会
を
三
月
十
三
日
（
水
）
午
後
一
時
半
よ
り
、

尼
崎
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
七
階
（
ア
ル
カ

イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
内
）
０
６
（
４
８
７
）
０
８
０

２
に
お
い
て
開
催
。
講
師
・
薬
学
博
上
・
中

国
漢
方
医
加
南
先
生
他

尼
崎
市
武
庫
之
荘
一
’
三
－
三

電
話
（
０
６
）
４
３
１
．
６
０
８
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
６
）
４
３
１
．
６
３
４
８

★
三
月
十
七
日
正
午
ト
ア
ロ
ー
ド
東
天
閣

で
、
文
啓
発
氏
の
長
男
志
恒
さ
ん
と
村
上
実

氏
（
レ
ス
ト
ラ
ン
ハ
イ
ウ
ェ
イ
）
の
長
女
恵

子
さ
ん
が
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
Ｉ

時
、
「
桑
の
城
」
で
直
木
質
を
受
賞

さ
れ
た
ば
か
り
の
司
馬
遼
太
郎
先

生
に
執
筆
を
お
願
い
に
上
が
っ
た
。

そ
し
て
、
「
こ
こ
に
神
戸
が
あ
る
」

の
連
戦
が
始
ま
っ
た
。
多
少
時
間

的
な
ゆ
と
り
も
あ
っ
た
先
生
に
月

一
回
、
神
戸
の
街
を
歩
い
て
い
た

だ
く
と
い
う
「
月
刊
神
戸
っ
子
」

に
と
っ
て
決
定
的
な
幸
運
に
恵
ま

れ
た
。
担
当
は
五
十
嵐
恭
子
さ
ん

に
お
願
い
し
た
。

今
に
し
て
思
え
ば
、
こ
ん
な
賛

沢
な
企
画
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
で
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
は

立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
た
。

当
時
の
神
戸
は
、
他
の
地
方
都

市
と
同
様
に
文
化
不
毛
の
街
と
い

三浦・大野夫妻

う
呼
称
が
罷
り
と
お
っ
て
い
た
。

「
月
刊
神
戸
っ
子
」
も
三
号
雑

誌
や
で
と
出
版
の
継
続
が
危
ぶ
ま

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
常
識
を
越

え
た
い
と
挑
戦
し
た
。

司
馬
先
生
の
執
筆
は
続
い
た
。

キ
ラ
リ
と
光
る
、
独
自
の
司
馬
史

観
は
素
晴
し
い
光
苦
を
放
っ
て
い

た
。
こ
の
一
本
の
原
稿
が
神
戸
文

化
を
貫
い
た
。
そ
し
て
「
月
刊
神

戸
っ
子
」
は
続
い
て
刊
行
で
き
る

基
盤
が
で
き
た
。
奇
し
く
も
今
年

は
弱
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
司
馬
先

生
の
一
文
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

慎
ん
で
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
〈
小
泉
康
夫
〉
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世
界
の
人
々
を
魅
了
し
続
け
て
い
る
ル
な
ど
が
展
示
即
売
さ
れ
る
。

〈
オ
ル
ゴ
ー
ル
〉
は
、
１
７
９
６
年
ス

ま
た
１
Ｆ
洋
品
フ
ロ
ア
で
は
３
月
Ⅳ

イ
ス
の
時
計
峨
人
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
フ
日
（
Ｈ
）
ま
で
ス
プ
リ
ン
グ
・
コ
レ
ク
シ

ァ
ー
ブ
ル
が
生
暴
出
し
た
。

ヨ
ン
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
英
国
の
薫

丸
善
・
神
戸
元
町
店
で
は
３
月
哩
日
り
あ
ふ
れ
る
直
輸
入
バ
ー
バ
リ
ー
の
他
、

（
＋
企
〜
廻
日
（
火
）
、
、
時
〜
四
時
、
２
丸
善
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
も
ニ
ュ
ー
コ
レ
ク

Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
世
界
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
シ
ョ
ン
が
登
場
。
い
ち
早
く
春
の
装
い

展
」
を
開
仙
。
ス
イ
ス
・
ド
イ
ツ
・
ア
メ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

だ
が
「
究
極
の
料
理
と
か
鉄
人
と
か
い
う
言
莱
は
あ

す
」
と
控
え
目
に
話
す
三
代
目
の
岡
川
伸
矢
さ
ん
。

☆
伝
統
の
味
を
受
け
継
ぐ
寿
司
崎
又
一
郎
さ
ん
は
照
れ
く
さ
そ
う
に
話
し
て

「
又
平
」
く
れ
た
．
こ
こ
の
寿
司
の
特
徴
は
小
さ
め
の

無
口
だ
が
、
人
の
良
さ
そ
う
な
大
将
が
〈
し
や
り
》
・
口
に
運
び
や
す
く
、
味
も
た
く

さ
れ
な
い
峨
人
の
味
を
ゆ
っ
た
り
と
味
わ
っ
て
み
よ
う
。

人
」
に
こ
だ
わ
る
。

ま
り
好
き
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
」
と
、
あ
く
ま
で
「
聯

ら
轍
人
。

☆
職
人
の
味

「
お
可
川
」
の
天
ぷ
ら

の
先
代
の
故
岡
川
隆
一
さ
ん
は
西
日
本
屈
指
の
天
ぷ

北
野
の
高
台
に
あ
る
天
ぷ
ら
割
烹
料
亭
「
お
可
川
」

天
茶
や
天
井
か
ら
天
ぷ
ら
会
席
ま
で
、
流
行
に
流

「
そ
の
味
を
引
き
継
ぐ
べ
く
腕
を
み
が
い
て
い
ま

ＳＰＥＣＩＡＬＭＦＲＲＡＧＥ

神戸百店会だより

照れ屋の大将は？

つ
こ
つ
、
大
函
又
平

切
に
頑
張
っ
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
２
．
両
・
記
至
田
神
社
前
）

０
７
８
．
３
３
１
．
０
９
３
５

て
い
ま
す
」
営
業
時
間
打
時
〜
売
り
切
れ
ま
で
無
休

と
謙
虚
な
尾

出
迎
え
て
く
さ
ん
楽
し
め
る
の
で
女
性
客
に
大
変
人
気
が

れ
る
。
古
く
あ
る
．
ネ
タ
も
生
き
た
ま
ま
の
エ
ビ
と
、
新

か
ら
店
を
柵
鮮
な
ア
ワ
ビ
や
カ
ニ
で
舌
鼓
み
。
こ
こ
の
一

え
る
寿
司
屋
押
し
は
何
と
言
っ
て
も
焼
き
寿
司
だ
。
一
度

「
又
平
」
。
に
ぎ
っ
た
寿
司
を
オ
ー
プ
ン
で
焼
く
。
日
本

「
毎
日
を
こ
酒
と
と
て
も
相
性
が
い
い
。

営
業
時
間
制
時
〜
罰
時
第
１
．
３
火
曜
休

回
神
戸
割
烹
「
お
可
川
」

神
戸
市
中
央
区
北
野
町
１
．
５
・
加

Ｏ
７
８
Ｄ
２
２
２
ｏ
３
５
ｉ
ｌ

火
曜
休

勇達ｉ
た醗伊. 坐: Ⅲ ﾛ '

☆
丸
善
。
神
戸
元
町
店
リ
ヵ
な
ど
各
国
か
ら
染
め
ら
れ
た
逸
品

「
世
界
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
展
」
や
、
皿
年
の
伝
統
を
誇
る
世
界
に
名
を

天ぷら職人岡川伸矢さん申矢さん

■
ユ
ー
ハ
イ
ム
本
店

神
戸
市
中
央
区
元
町
通
１
．

４
．
個

０
７
８
．
３
３
３
．
６
８
６
８

た
ま
ご
み
た
い
な
形
が
か
わ
い

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
跳
ね
て
い
、
ア
ー
モ
ン
ド
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

る
猫
の
形
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
。
に
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
糖
衣
が
け

喪
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
．
を
し
た
ド
ラ
ン
ジ
ェ
・

Ｉ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。

子
た
ち
。
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
は
ぴ
っ
た
り
で
す
。

☆
ユ
ー
ハ
イ
ム
か
ら

ひ
と
か
け
ら
の
春
を
贈
り
ま
す

娠
季
・
・
謁
率

春
ら
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ
つ
ま
れ
た
お
菜

Ⅱ
７
８
“
３
９
１
．
６
０
０
３

馳
せ
る
リ
ュ
ー
ジ
ュ
社
製
の
オ
ル
ゴ
ー

カツﾂ ｪ ﾝ ヶベｯ ｸ 5 0 0 円( 1 2 枚）

シンギングバ
ードポックス
220,000円～

回
丸
善
・
神
戸
元
町
店

神
戸
市
中
央
区
元
町
通
１
．
４
．
ね

３
月
は
休
ま
ず
営
業

４
種
瀬
の
ハ
ー
ト
ビ
ス
ケ
ッ
ト

の
詰
合
せ
。
ど
の
ハ
ー
ト
が
お
好

み
？

ディーリーペ各１，０００円プリメール6 0 0 円
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１
９４

１

平
成
七
年
一
月
十
七
日
早
朝
、
震
度
七

の
直
下
型
激
震
が
、
阪
神
・
淡
路
を
中
心

に
発
生
し
、
兵
庫
県
民
誰
ひ
と
り
と
し
て

予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
悪
夢
そ
の
も
の

の
出
来
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。
特
に
阪
神
・

淡
路
地
方
を
中
心
に
し
て
、
家
屋
、
ビ
ル
十

八
万
余
戸
が
全
半
壊
、
焼
失
し
、
六
千
余

名
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

神
社
界
の
被
害
も
甚
大
で
し
た
。
本
殿
、

拝
殿
の
全
半
壊
四
十
五
件
、
社
務
所
の
全

半
壊
五
十
一
件
を
中
心
に
し
ま
し
て
、
本

務
神
社
の
被
害
は
百
八
十
四
社
、
兼
務
社

の
被
害
が
二
百
八
十
四
社
、
境
内
の
宗
教

施
設
、
建
造
物
の
損
壊
、
特
に
鳥
居
、
灯

龍
の
倒
壊
損
傷
は
二
千
基
を
超
え
る
と
い

う
状
況
で
し
た
。
特
に
、
神
職
二
名
と
夫

人
一
名
の
死
去
と
い
う
非
常
に
痛
ま
し
い

事
故
が
あ
り
、
ま
こ
と
に
痛
恨
の
極
み
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、

被
災
地
の
神
社
も
幾
多
の
困
難
や
問
題
を

抱
え
つ
つ
も
現
地
で
は
復
旧
か
ら
復
興
へ
、

そ
し
て
新
た
な
建
設
へ
と
苦
し
み
の
中
に

も
力
強
い
歩
み
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
折
か
ら
、
震
災
の
体
験
を
生
か
し
て

い
ま
一
度
、
神
社
建
築
の
あ
り
か
た
を
考

え
て
み
る
こ
と
は
大
切
で
は
な
い
で
し

石鳥居（二の鳥居）が砕け落ち、－の鳥居の奥の拝殿が消えた生田

神
戸
の
文
化
財
は
い
ま
〈
そ
の
四
〉

神社（1 9 9 5 年1 月

阪
神
大
震
災
と
神
社
建
築
の
復
興

伝
統
的
建
築
に
最
先
端
工
法
を
取
り
入
れ
る

隆
久
《
生
田
縛
社
富
司
縛
戸
女
子
大
教
授
》

る
ぼ
・
え
つ
せ
い
神
戸
翠

1 9 9 5 年１月１７日米田定識撮影ノ

加
藤
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拝殿の柱は2 6 本の鋼管コンクリート。鋼管の中に高強度のコンクリートが充填されている
奥の本殿は柱などが歪んでいたが、補修・修復された（P ､ 9 5 ~ 9 7 の写真は生田神社提供）

よ
う
か
。

今
回
の
地
震
に
よ
り
激
甚
地
の
境
内
に

建
っ
て
い
た
石
灯
舗
、
石
玉
垣
等
石
造
物

は
ほ
と
ん
ど
倒
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

社
寺
建
築
は
、
礎
石
の
上
に
柱
を
お
き
、

上
に
重
い
瓦
を
乗
せ
た
屋
根
を
持
っ
た
建

築
様
式
で
、
壁
が
少
な
い
吹
き
抜
け
構
造

に
な
っ
て
い
て
直
下
型
地
震
に
は
脆
く
、

基
礎
が
動
い
て
柱
が
ず
れ
、
大
半
が
倒
壊

の
憂
き
目
を
免
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
が
奉
仕
し
て
い
る
生
田
神
社
に
お
い

て
も
本
殿
の
倒
壊
は
免
れ
た
も
の
の
、
木

造
の
柱
に
亀
裂
が
入
っ
た
り
、
歪
み
が
来

て
い
ま
し
た
。
木
造
の
拝
殿
は
柱
が
礎
石

か
ら
抜
け
、
大
屋
根
が
そ
の
ま
ま
地
上
に

這
っ
た
よ
う
に
倒
壊
、
楼
門
は
柱
と
重
層

部
の
間
の
接
合
部
分
が
破
損
し
て
傾
斜
し
、

西
門
の
重
い
瓦
は
ず
り
落
ち
ま
し
た
。
大

正
六
年
に
建
立
さ
れ
た
石
の
大
鳥
居
は
根

元
か
ら
こ
な
ど
な
に
倒
壊
、
石
灯
髄
、
石新しいこの鳥居は6 6 年前に伊勢神宮ご正殿の棟持柱に

使われていたヒノキが提供された

玉
垣
は
申
す
に
及
ば

ず
倒
壊
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

建
築
物
の
中
で
神
社

建
築
ほ
ど
す
ば
ら
し
い

も
の
は
な
い
と
か
ね
が

ね
私
自
身
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
翻
っ
て
考
え

て
み
ま
す
と
、
お
し
な

べ
て
神
社
建
築
は
「
地

震
・
雷
・
火
事
・
台
風
」

に
対
し
て
無
力
、
無
防

備
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
無
防
災
建
築
と
い

え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
原

因
は
木
造
伝
統
建
築
へ

の
こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま

す
。
神
社
建
築
の
特
質

は
自
然
の
素
材
を
尊
重

し
、
木
の
直
栽
性
を
表

現
し
、
そ
の
い
さ
ぎ
よ
さ
を
良
し
と
し
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
自
然
内
部
に
ひ
そ

む
生
命
力
へ
の
感
応
が
あ
り
、
社
殿
の
背

後
の
鎮
守
の
森
と
の
調
和
や
、
そ
こ
で
斉

行
さ
れ
る
四
季
折
々
の
祭
祁
と
建
築
様
式

の
調
和
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
た
自
然
環
境

を
重
視
し
た
伝
統
的
思
想
が
読
み
取
れ
ま

す
。建

築
要
素
の
特
色
と
し
て
空
間
的
に
は

シ
ン
メ
ト
リ
ー
ス
ケ
ー
ル
の
も
の
、
時
間

的
に
は
永
続
性
を
考
え
て
堅
牢
な
素
材
と

し
て
石
造
の
鳥
居
や
灯
髄
、
玉
垣
を
建
て

た
り
、
た
と
え
木
造
で
も
式
年
造
替
を
考

え
て
更
新
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
永
遠
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
モ
ニ

１
９５

１

１
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
（
記
念
性
）
の
要
素

が
強
い
か
ら
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
る

に
石
造
物
は
構
造
的
に
地
震
に
弱
く
、
木

造
は
時
代
の
変
化
に
晒
さ
れ
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。
特
に
直
栽
的
表
現
か
ら
椛
造

上
「
地
震
・
雷
・
火
事
・
台
風
」
に
無
防

備
な
点
が
多
い
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
神

社
建
築
が
防
災
的
な
記
念
性
と
い
う
こ
と

を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
原
型
を
き
わ
め
る

た
め
に
新
し
い
時
代
を
通
じ
て
新
し
い
何

物
か
を
付
加
し
、
習
合
さ
せ
、
時
に
は
廃

棄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
し
て
行
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か

ら
の
神
社
建
築
を
考
え
ま
す
と
き
、
伝
統

を
重
ん
じ
な
が
ら
も
現
代
の
環
境
条
件
に 撰識鴬蕊

驚騨 鱗懲露聾騨罰蝉I 盤垂
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で
き
る
特
徴
が
あ
り
、
構
造
材

と
し
て
最
近
幾
つ
か
の
建
築
物

に
使
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
が
、

社
殿
建
築
で
の
採
用
は
こ
れ
が

初
め
て
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
の
復
興
計
画
は
、
最

先
端
の
構
造
技
術
と
伝
統
工
芸

を
巧
み
に
融
合
し
よ
う
と
い
う

試
み
で
あ
り
、
社
殿
な
ど
伝
統

で
新
拝
殿
に
は
大
斗
に
鋼
鉄
の
鋳
物
を
使

っ
て
構
造
材
の
役
割
を
持
た
せ
、
柱
と
一

体
化
さ
せ
る
こ
と
で
構
造
体
と
し
て
よ
り

高
い
強
度
を
持
た
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

鋳
鋼
は
、
木
造
の
趣
を
そ
の
ま
ま
表
現
で

き
、
か
つ
高
い
強
度
を
確
保
す
る
こ
と
が

9７

1 1 月3 0 日に行われた拝殿上棟式。全面復興は今年６月の予定

1 2 月1 2 日夜に行われた本殿正遷座祭の加藤宮司。冠に木綿霊( ゆう
かつら) をつけ木綿襟( ゆうだすき) をし明衣( みようえ) を着装した

篭
醗

建
築
物
へ
の
新
手
法
を
世
に
問
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
全
面
的
な
復
旧
は

本
年
六
月
頃
に
な
る
予
定
で
あ
り
、
皆
様

の
暖
か
い
御
支
援
に
こ
た
え
る
た
め
に
も

耐
震
性
の
あ
る
神
社
建
築
で
復
興
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

屋
根
の
接
合
部
分
に
は
鋼
鉄
の
鋳
物
を
使

用
し
て
、
現
行
法
規
の
三
倍
の
地
震
加
速

度
、
さ
ら
に
上
下
動
に
耐
え
る
「
耐
震
神

社
」
と
し
て
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

ま
た
日
本
の
伝
統
的
な
社
殿
建
築
に
見

ら
れ
る
組
み
物
は
、
基
本
的
に
斗
（
ま
す
）

と
肘
木
（
ひ
じ
き
）
か
ら
構
成
さ
れ
、
斗

は
支
点
、
肘
木
は
梁
の
役
割
を
持
っ
て
屋

根
の
荷
重
を
柱
に
伝
え
ま
す
。
柱
頂
部
に

あ
る
大
き
な
斗
は
「
大
斗
（
だ
い
と
）
」
と

よ
ば
れ
、
通
常
化
粧
材
と
し
て
柱
に
接
合

さ
れ
ま
す
が
、
今
回
倒
壊
し
た
拝
殿
で
は
、

こ
の
柱
と
大
斗
の
接
合
部
分
に
損
傷
が
集

中
し
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
そ
こ

篭酋
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８
１
９
１

☆

首
の
回
り
に
草
色
の
タ
オ
ル
を
巻
き
付
け
て
、
ジ
ン
は
洗
面
所

の
鏡
に
向
か
っ
た
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
ピ
キ
ニ
パ
ン
ッ
の
上
か
ら
、

三
十
才
の
訪
れ
を
示
す
賛
肉
の
塊
が
せ
り
だ
し
て
い
る
。

横
の
棚
か
ら
ス
プ
レ
ー
を
取
る
と
、
ジ
ン
は
針
鼠
の
よ
う
に
垂

直
に
た
っ
た
黒
い
髪
の
毛
に
勢
い
よ
く
ふ
き
つ
け
た
。
鏡
に
向
か

っ
て
ほ
ほ
笑
み
か
け
て
か
ら
、
油
で
べ
と
べ
と
に
な
っ
た
髪
の
束

を
手
で
ぐ
し
や
ぐ
し
や
と
掻
き
交
ぜ
、
金
属
の
櫛
で
水
平
に
撫
で

つ
け
た
。

だ
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
反
抗
的
な
髪
の
毛
は
垂
直
に
戻
っ
た
。

ジ
ン
は
パ
ン
ツ
を
脱
ぐ
と
、
浴
室
に
入
り
シ
ャ
ワ
ー
の
栓
を
ひ

ね
っ
た
。
生
ぬ
る
い
水
が
ほ
ん
の
少
し
出
て
、
や
が
て
凍
る
よ
う

に
冷
た
く
な
っ
た
。
ま
た
故
障
だ
。
彼
は
仕
方
な
く
小
鼠
の
よ
う

な
ペ
ニ
ス
に
集
中
的
に
シ
ャ
ワ
ー
を
か
け
た
。
ペ
ニ
ス
を
清
潔
し

て
お
く
こ
と
は
悪
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
。

黒
と
白
の
縞
模
様
の
バ
ス
タ
オ
ル
で
濡
れ
た
体
を
ご
し
ご
し
こ

す
っ
て
か
ら
・
水
色
の
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
ポ
ン
を
は
き
、
グ
リ
ー

ン
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
着
替
え
た
。
そ
の
か
っ
こ
う
は
サ
キ
の
お
気
に

い
り
だ
っ
た
か
ら
。
そ
れ
に
、
そ
の
ズ
ボ
ン
を
は
く
と
足
が
長
く

見
え
る
の
だ
。
世
間
は
第
一
義
的
に
人
格
よ
り
足
の
長
さ
を
問
題

に
す
る
。

ジ
ン
は
浴
室
を
出
る
と
、
食
堂
に
入
っ
た
。
食
堂
は
一
方
の
壁

が
ガ
ラ
ス
で
出
来
て
い
て
、
日
の
光
が
床
に
溢
れ
て
い
た
。
光
が

も
っ
と
も
強
く
注
い
で
い
る
と
こ
ろ
に
、
椅
子
を
出
し
て
ジ
ン
は

腰
掛
け
た
。
光
の
粒
が
彼
の
周
り
で
キ
ラ
キ
ラ
舞
っ
た
。

「
ひ
さ
し
ぶ
り
で
す
ね
」
と
、
ジ
ン
は
作
り
声
で
独
り
言
を
言

っ
た
。

「
正
確
に
は
一
年
と
九
カ
月
と
十
二
日
で
す
」

ジ
ン
の
言
葉
で
四
メ
ー
ト
ル
四
方
の
空
間
が
僅
か
に
揺
ら
い
だ
。

彼
は
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ラ
イ
タ
ー
を
取
り
出
す
と
、
火
を

つ
け
た
。
炎
が
蛇
の
よ
う
に
く
ね
く
ね
と
動
い
た
。

テ
ー
ブ
ル
の
上
で
は
濃
い
緑
の
ガ
ラ
ス
瓶
が
待
っ
て
い
た
。
そ

の
中
か
ら
黄
色
い
錠
剤
を
二
粒
取
り
出
し
た
。
精
神
安
定
剤
。
ジ

ン
は
飲
も
う
か
ど
う
し
よ
う
か
迷
っ
た
。
複
雑
な
問
題
だ
、
と
ジ

ン
は
思
っ
た
。
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は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
階
段
を
上
っ
た
。
灰
色
の
ス
ー
ツ
を
着
た
何

☆

予
定
の
一
時
間
遅
れ
で
サ
キ
が
や
っ
て
き
た
。

ジ
ン
は
製
氷
室
の
中
に
い
る
よ
う
に
コ
チ
コ
チ
に
な
っ
て
サ
キ

を
迎
え
た
。
テ
ー
ブ
ル
を
挟
ん
で
、
二
人
は
向
か
い
合
っ
て
座
っ

た
。
三
十
八
度
線
を
隔
て
て
い
る
よ
う
な
緊
張
の
中
で
「
こ
の
ミ

ル
ク
お
い
し
い
わ
れ
」
と
、
ミ
ル
ク
中
毒
の
サ
キ
が
コ
ッ
プ
を
手

に
と
っ
て
言
っ
た
。

「
腐
り
か
け
さ
」
と
ジ
ン
は
こ
た
え
た
。
君
の
た
め
に
今
朝
牧
場

か
ら
取
り
寄
せ
た
ん
だ
、
そ
ん
な
風
に
言
う
つ
も
り
だ
っ
た
の
に

う
ま
く
言
葉
に
な
ら
な
か
っ
た
。

「
そ
う
だ
と
思
っ
た
」

深
い
溜
め
息
を
つ
き
な
が
ら
サ
キ
が
言
っ
た
。
あ
の
頃
と
変
わ

っ
て
な
い
。
全
然
変
わ
っ
て
な
い
、
と
サ
キ
は
思
っ
た
。

「
ど
う
？
う
ま
く
や
っ
て
る
の
？
」

ジ
ン
の
横
顔
を
眺
め
な
が
ら
サ
キ
が
続
け
た
。

「
ま
あ
ま
あ
さ
」

目
を
そ
ら
せ
て
ジ
ン
は
言
っ
た
。
言
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
全

然
駄
目
だ
、
と
ジ
ン
は
思
っ
た
。
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
の

に
。
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
。
言
葉
が
う
ま
く
出
て
こ
な
い
。
君
と

い
た
時
と
比
べ
る
と
毎
日
が
砂
漠
の
よ
う
だ
、
僕
は
も
う
一
度
水

分
を
必
要
と
し
て
い
る
、
サ
キ
！
君
と
い
う
水
分
を
、
そ
ん
な
風

に
言
お
う
と
、
何
度
も
練
習
し
た
の
に
。

「
ジ
ン
が
作
っ
た
の
？
」

ガ
ゥ
デ
ィ
ば
り
の
ケ
ー
キ
を
フ
ォ
ー
ク
で
突
き
刺
し
な
が
ら
サ

キ
が
言
っ
た
。
ジ
ン
は
黙
っ
て
う
な
づ
い
た
。

「
や
っ
ぱ
り
、
あ
な
た
が
作
っ
た
の
」

サ
キ
は
ケ
ー
キ
の
か
け
ら
を
指
で
つ
ま
ん
で
形
の
好
い
口
の
中

に
ほ
う
り
込
ん
だ
。

「
練
り
歯
磨
き
の
味
が
す
る
わ
ね
、
昔
と
お
ん
な
じ
れ
」

そ
う
言
っ
て
、
サ
キ
が
笑
っ
た
。

「
有
り
難
う
」
と
ジ
ン
が
言
っ
た
。

「
何
が
？
」

「
…
．
う
ま
く
言
え
な
い
け
ど
、
君
は
い
い
人
だ
、
全
然
変
わ
っ

て
な
い
」

「
私
が
？
ま
さ
か
」

痛
く
な
っ
た
ジ
ン
は
立
ち
止
ま
り
、
靴
を
脱
い
だ
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
床
は
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
ひ
ん
や
り
と
し
て
い
た
。

階
段
を
上
る
に
つ
れ
て
、
擦
れ
違
う
男
の
数
は
増
し
て
い
っ
た
。

百
十
一
段
目
ま
で
来
る
と
、
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
の
電
車
の
中
の
よ

う
に
な
っ
た
。
来
る
時
間
を
間
違
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
足
が

ご
し
に
ジ
ン
を
晩
み
つ
け
た
が
、

人
も
の
男
が
彼
と
擦
れ
違
っ
た
。
彼
ら
は
み
ん
な
黒
ぶ
ち
の
眼
鏡

鼠
色
の
制
服
を
着
た
守
衛
が
口
元
を
歪
め
て
や
っ
て
き
た
。
ジ
ン

は
サ
キ
に
貰
っ
た
カ
ー
ド
を
取
り
出
し
て
、
彼
の
目
の
前
に
差
し

出
し
た
。
守
衛
は
ち
ぇ
っ
！
と
舌
打
ち
す
る
と
、
残
念
そ
う
に
行

っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
ま
で
言
っ
て
ジ
ン
は
ま
た
言
葉
に
つ
ま
っ
た
。
サ
キ
は
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
で
指
と
ｕ
の
周
り
を
拭
い
な
が
ら
、
ジ
ン
の

言
葉
を
待
っ
た
。

「
お
い
し
く
な
い
？
」
と
ジ
ン
は
き
い
た
。

「
少
な
く
て
も
石
鹸
じ
ゃ
な
い
わ
ね
」

「
あ
あ
：
：
あ
の
頃
も
そ
う
言
っ
た
よ
」

「
あ
の
頃
っ
て
？
」

．
緒
に
住
ん
で
た
頃
」

「
そ
う
よ
ね
．
・
・
・
」

そ
う
言
っ
て
、
サ
キ
は
牛
乳
を
口
に
運
ん
だ
。
お
そ
ら
く
何
も

変
わ
っ
て
な
い
し
、
こ
の
先
も
何
も
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
い

な
が
ら
。

☆

ジ
ン
は
地
下
鉄
を
降
り
て
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
早
足
で
上
り
、

Ａ
Ｉ
７
の
出
口
か
ら
地
上
に
出
た
。
そ
こ
は
不
揃
い
の
高
層
ビ
ル

の
谷
間
だ
っ
た
。
そ
の
中
の
化
石
み
た
い
な
古
び
た
ビ
ル
を
目
指

し
て
ジ
ン
は
歩
い
た
。
乾
い
た
風
が
頬
に
あ
た
っ
た
。
歩
く
こ
と

に
飽
き
る
と
、
ジ
ン
は
ほ
ん
の
少
し
ス
キ
ッ
プ
を
踏
ん
だ
。

サ
キ
の
描
い
た
地
図
の
と
お
り
の
場
所
に
そ
の
ビ
ル
は
あ
っ
た
。

ジ
ン
は
緊
張
し
な
が
ら
正
面
の
ガ
ラ
ス
扉
を
押
し
た
。
す
ぐ
に

っ
て
真
っ
す
ぐ
に
歩
い
た
。
廊
下
が
壁
に
突
き
当
た
る
と
、
今
度

「
僕
た
ち
。
：
。
も
う
一
度
・
・
・
・
」

ジ
ン
は
赤
い
紋
種
を
敷
い
た
一
階
の
廊
下
を
奥
の
暗
闇
に
向
か

殴
り
か
か
っ
て
は
こ
な
か
っ
た
。

１
９９

１
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ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
う
ジ
ン
は
心
配
し
て
た
の
だ
。

だ
が
、
そ
ん
な
心
配
は
杷
憂
に
終
わ
っ
た
。
サ
キ
は
ス
イ
ス
イ

と
空
気
を
切
る
よ
う
に
し
て
や
っ
て
き
た
。

ジ
ン
は
同
僚
の
タ
ケ
シ
に
サ
キ
を
紹
介
し
た
。

「
や
あ
」
と
言
っ
て
、
タ
ケ
シ
は
彼
女
に
手
を
差
し
出
し
た
。

「
こ
ん
に
ち
わ
」
と
サ
キ
が
こ
た
え
、
握
手
を
か
わ
し
た
。

「
随
分
冷
た
い
手
を
し
て
る
の
ね
」
と
サ
キ
が
言
っ
た
。

「
こ
の
事
務
所
じ
ゃ
み
ん
な
そ
う
さ
」

「
・
…
ジ
ン
だ
け
じ
ゃ
な
い
の
ね
」

「
冗
談
だ
よ
、
冗
談
。
み
ん
な
っ
て
わ
け
な
い
よ
」

「
で
も
、
ほ
ん
と
、
ジ
ン
も
冷
た
い
の
よ
」

「
僕
の
は
父
親
譲
り
な
ん
だ
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
の
職
人
だ

っ
た
か
ら
」

「
そ
れ
も
冗
談
？
」

「
ま
あ
ね
」

に
や
り
と
笑
っ
て
タ
ケ
シ
が
言
っ
た
。
こ
い
つ
み
た
い
に
し
ゃ

べ
れ
た
ら
い
い
の
に
な
、
と
ジ
ン
は
思
っ
た
。

「
来
週
、
私
の
家
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
や
る
の
。
お
誕
生
日
な
の
よ
。

も
し
良
け
れ
ば
ジ
ン
と
一
緒
に
あ
な
た
も
」

右
側
の
頬
に
え
く
ぼ
を
浮
か
べ
て
サ
キ
が
言
っ
た
。

「
幾
つ
？
っ
て
聞
く
と
失
礼
か
な
」
と
、
タ
ヶ
シ
が
言
っ
た
。

「
私
じ
ゃ
な
い
わ
、
私
の
飼
っ
て
る
ハ
ム
ス
タ
ー
よ
。
ど
う
か
し

ら
、
来
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
ん
だ
け
ど
」

「
ほ
ん
と
に
い
い
の
？
」

タ
ケ
シ
が
ジ
ン
を
見
て
言
っ
た
。
ジ
ン
は
静
か
に
う
な
づ
い
た
。

「
冗
談
し
か
言
わ
な
い
人
の
集
ま
り
な
の
」

「
そ
う
か
…
．
そ
れ
な
ら
、
喜
ん
で
」
と
タ
ヶ
シ
は
言
っ
た
。

事
務
所
を
出
る
と
、
日
の
暮
れ
か
か
っ
た
街
を
サ
キ
と
ジ
ン
は

並
ん
五
歩
い
た
。
十
月
に
し
て
は
冷
た
過
ぎ
る
風
が
吹
い
て
い
た
。

地
面
が
揺
れ
る
く
ら
い
大
き
な
く
し
ゃ
み
を
し
て
か
ら
、
ジ
ン
が

言
っ
た
、

「
ど
う
し
て
パ
ー
テ
ィ
ー
に
タ
ケ
シ
を
誘
っ
た
の
？
初
対
面
だ
ろ
」

「
だ
っ
て
あ
な
た
の
友
達
で
し
よ
」

「
二
人
だ
け
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
く
っ
て
」

「
で
も
…
二
人
き
り
で
い
る
と
ま
た
駄
目
に
な
っ
ち
ゃ
い
そ
う
な
」

１
１００

１

五
階
ま
で
上
が
っ
て
く
る
と
、
ジ
ン
は
左
側
の
廊
下
に
出
た
。

そ
こ
に
も
赤
い
械
穆
が
敷
い
て
あ
っ
た
。
ジ
ン
は
靴
を
脱
ぎ
、
手

に
持
っ
て
、
そ
の
う
え
を
歩
い
た
。
械
巷
に
は
裂
け
目
が
で
き
て

い
て
、
所
々
に
水
が
溜
っ
て
い
た
。
濡
れ
な
い
よ
う
に
走
り
幅
飛

び
を
し
な
が
ら
ジ
ン
は
進
ん
だ
。

途
中
で
清
掃
婦
の
お
ば
さ
ん
に
出
会
っ
た
ジ
ン
は
、
彼
女
が
行

き
す
ぎ
る
の
を
待
っ
た
。
だ
け
ど
、
彼
女
は
何
か
の
切
れ
っ
ぱ
し

に
夢
中
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
場
を
動
こ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

ジ
ン
は
仕
方
な
く
彼
女
の
鼻
先
で
ぴ
し
や
り
と
手
を
打
っ
た
。
彼

女
は
ゆ
っ
く
り
と
振
り
向
い
た
。
彼
女
は
作
業
服
の
下
に
高
価
な

絹
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
は
い
て
い
た
。
首
に
も
青
い
絹
の
ス
カ
ー

フ
を
巻
い
て
い
た
。
そ
れ
が
サ
キ
だ
っ
た
。

大
き
く
見
開
い
た
目
で
、
彼
女
は
じ
っ
と
ジ
ン
を
見
詰
め
た
。

肉
付
き
の
い
い
頬
が
縦
に
細
か
く
震
え
た
。
あ
ま
り
長
い
間
見
詰

め
ら
れ
た
の
で
、
ジ
ン
は
う
っ
と
り
と
し
て
気
を
失
い
そ
う
に
な

っ
た
。「

ど
う
し
て
こ
こ
へ
来
た
の
？
来
な
い
っ
て
約
束
だ
っ
た
じ
ゃ

な
い
」
と
サ
キ
が
言
っ
た
。

「
．
．
：
約
束
を
守
れ
る
歳
じ
ゃ
な
い
よ
」

「
そ
れ
な
ら
、
朝
の
う
ち
に
来
て
く
れ
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
。
朝

の
う
ち
な
ら
楽
し
め
た
の
に
」

「
楽
し
む
だ
な
ん
て
、
と
ん
で
も
な
い
」

ジ
ン
が
そ
う
言
い
か
け
た
時
、
の
っ
ぽ
の
男
が
猛
烈
な
ス
ピ
ー

ド
で
二
人
の
間
を
通
り
過
ぎ
た
。
そ
の
風
圧
で
サ
キ
と
ジ
ン
は
廊

下
を
隔
て
て
両
側
の
ド
ア
に
離
れ
離
れ
に
へ
ば
り
つ
い
た
。
男
が

見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
「
今
日
は
帰
っ
て
」
と
サ
キ
が

言
っ
た
。
そ
の
後
す
ぐ
に
彼
女
は
元
の
よ
う
に
、
ジ
ン
を
無
視
し

て
床
の
上
の
屑
や
挨
と
格
闘
を
始
め
た
。

☆

も
う
少
し
頑
張
れ
ば
小
学
生
相
手
に
鯨
み
た
い
に
で
か
い
契
約

が
と
れ
た
か
も
し
れ
な
か
っ
た
が
、
サ
キ
と
の
約
束
を
考
え
て
早

め
に
ジ
ン
は
事
務
所
に
戻
っ
て
い
た
。
こ
れ
で
ま
た
昇
進
は
遠
の

い
た
だ
ろ
う
。
で
も
、
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
。
こ
の
間

ふ
い
に
職
場
を
訪
ね
た
こ
と
で
サ
キ
が
気
を
悪
く
し
て
い
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
今
日
の
約
束
は
す
っ
ぽ
か
さ
れ
る
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「
ど
う
し
て
？
」

そ
れ
に
は
答
え
ず
に
サ
キ
が
言
っ
た
。

「
あ
な
た
の
書
き
掛
け
の
脚
本
は
ど
う
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
？
」

「
あ
れ
は
・
・
・
・
冬
眠
中
さ
」

「
ど
う
し
て
？
」

「
忙
し
い
か
ら
さ
」

「
そ
う
な
の
：
．
．
き
っ
と
り
っ
ぱ
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
な
る
つ
も

り
な
の
ね
」

「
そ
う
か
も
し
れ
な
い
」

「
か
わ
い
そ
う
ね
」

サ
キ
が
溜
め
息
ま
じ
り
に
言
っ
た
。

☆

ジ
ン
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
レ
コ
ー
ド
を
の
せ
た
。
針
が
最
初
の
溝

に
ゆ
っ
く
り
と
落
ち
て
い
っ
た
。

「
い
い
音
だ
ろ
、
こ
れ
を
聞
い
て
る
と
気
持
ち
が
開
放
さ
れ
る
ん

だ
。
カ
キ
ー
ン
と
晴
れ
た
青
空
に
向
か
っ
て
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て

い
く
」上

ず
つ
た
声
で
ジ
ン
は
言
っ
た
。
サ
キ
と
二
人
き
り
で
い
る
こ

と
で
叫
び
出
し
た
く
な
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
。
こ
の
ま
ま
徐
々
に

昔
に
戻
っ
て
い
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
ん
な
予
感
さ
え
し
た
。

し
か
し
、
サ
キ
は
「
ず
い
ぶ
ん
ゆ
っ
く
り
と
し
た
音
楽
ね
」
と
、

感
動
し
た
様
子
も
な
く
言
っ
た
。

「
そ
う
か
な
」

「
そ
れ
に
と
っ
て
も
粘
っ
こ
い
わ
」

一
瞬
、
何
か
が
ほ
ん
の
少
し
ず
れ
て
る
よ
う
に
ジ
ン
は
感
じ
た
。

音
楽
に
あ
わ
せ
て
昔
の
よ
う
に
一
緒
に
踊
ろ
う
と
言
い
出
し
て
も
、

き
っ
と
ノ
ー
の
返
事
が
返
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
昔
な
ら
な
ん
だ
っ

て
共
感
で
き
た
の
に
。
何
故
な
ん
だ
。

「
あ
の
頃
よ
り
髭
が
濃
く
な
っ
た
ん
だ
。
変
だ
ろ
。
朝
剃
っ
て
も
、

夕
方
に
は
芝
生
み
た
い
に
生
え
て
く
る
」

音
楽
か
ら
話
題
を
そ
ら
そ
う
と
し
て
、
頬
を
手
で
さ
す
り
な
が

ら
ジ
ン
が
言
っ
た
。

「
若
返
っ
た
の
よ
、
き
っ
と
」

「
ま
さ
か
」

「
私
と
逆
ね
」

「
・
…
サ
キ
」
と
ジ
ン
は
息
を
詰
め
た
。
そ
し
て
、
緊
張
し
な
が

ら
、
彼
女
の
肩
に
手
を
伸
ば
し
た
。

そ
の
時
、
レ
コ
ー
ド
が
止
ま
り
、
湯
沸
か
し
が
沸
騰
を
告
げ
て

ピ
ー
ピ
ー
と
な
り
始
め
、
玄
関
の
ド
ア
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
。

な
ん
て
間
が
悪
い
ん
だ
ろ
う
、
と
思
い
な
が
ら
ジ
ン
は
ド
ア
を

開
き
に
立
っ
た
。

後
ろ
で
「
私
、
そ
ろ
そ
ろ
失
礼
す
る
わ
」
と
サ
キ
が
言
っ
た
。

〈
つ
づ
く
〉

’
１０－１

’
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